


３ 光屋内配線加算額及び光屋内配線工事費の算定に用いられる作業時間について、平成

26年度に実施した再計測では、屋内配線を収容する配管の有無が作業時間に影響を与え

ていることが想定されることから、毎年度、配管の有無を調査し、その結果に有意な差

が認められる場合には接続料に反映すること。また、今後、定期的に（例：５年ごとに）

作業時間を再計測し、その結果を光屋内配線加算料等の算定に用いること。 
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